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質
問　

本
市
で
の
男
女
共
同
参

画
計
画
策
定
の
意
味
は
何
か
。

　

答
弁　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を

具
現
化
し
、
女
性
が
活
躍
す
る
社

会
を
推
進
す
る
上
で
も
重
要
だ
。

　

質
問　

孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
男

性
の
地
域
行
事
参
画
の
促
進
、
性

的
少
数
者
の
方
々
の
こ
と
も
配
慮

平成 14 年度〜 23 年度の市男女共同参画計画整備が進む防災・減災体験施設

す
る
な
ど
の
考
え
も
重
要
で
は
。

　

答
弁　

み
ん
な
に
と
っ
て
い
い

社
会
を
つ
く
る
と
い
う
大
前
提
が

共
通
認
識
と
し
て
必
要
。
時
代
の

流
れ
も
捉
え
な
が
ら
新
計
画
に
も

反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
策
定

委
員
の
意
見
を
基
に
策
定
す
る
。

　

質
問　

委
員
の
選
定
と
策
定
は
。

　

答
弁　

公
募
の
枠
も
検
討
し
、

多
様
な
意
見
を
取
り
入
れ
、
令
和

３
年
度
の
策
定
を
目
指
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
成
果
は

　

質
問　

高
齢
者
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

１
０
０
台
を
無
償
貸
与
し
た
成
果

と
課
題
は
。

　

答
弁　

講
習
会
に
は
15
団
体
81

人
が
参
加
し
、
前
向
き
な
声
も
多

く
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
や
り
取
り
で

孤
立
解
消
効
果
も
確
認
。
週
１
回

の
講
習
で
は
習
得
に
至
ら
ず
、
内

容
を
検
討
し
利
用
定
着
を
図
る
。

　

質
問　

市
内
事
業
者
が
既
に
延

べ
５
０
０
人
に
対
し
て
無
償
Ｉ
Ｃ

Ｔ
研
修
を
実
施
し
た
。
市
の
支
援

は
。

　

答
弁　

市
民
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
対
す

る
理
解
は
重
要
だ
。
国
の
制
度
も

踏
ま
え
民
間
で
の
課
題
と
市
の
役

割
に
つ
い
て
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

 

将
来
の
地
域
支
え
合
い
は

　

質
問　

２
０
４
０
年
に
は
就
職

氷
河
期
世
代
で
ケ
ア
が
必
要
な
高

齢
者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
か
ら
自
立

相
談
支
援
機
関
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

大
船
渡
市
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
２
月
16
日
に
は

本
市
で
も
初
め
て
確
認
さ
れ
た
。

市
民
に
は
決
し
て
誹
謗
中
傷
せ
ず

冷
静
な
行
動
を
お
願
い
し
た
い
。

　

質
問　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
重
要
と

て
判
断
す
る
よ
う
通
知
が
出
た
。

新
庁
舎
で
の
サ
ー
ビ
ス
は

　

質
問　

市
民
に
親
し
ま
れ
る
市

役
所
に
す
る
た
め
に
は
。

　

答
弁　

総
合
案
内
、
市
民
交
流

ス
ペ
ー
ス
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
た
個
室
な
ど
を
配
置
す
る
。

新
た
な
バ
ス
停
の
設
置
も
協
議
し

て
い
る
。

コロナワクチン集団接種シミュレーション

思
う
が
実
績
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

設
置
後
か
ら
本
年
２
月
ま
で
の
検

査
実
績
は
25
件
、
う
ち
本
市
分
は

５
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

質
問　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制

は
ど
う
か
。

　

答
弁　

接
種
会
場
は
市
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
集
団
接

種
、
市
内
各
医
院
等
で
は
個
別
接

種
と
し
、現
在
、県
立
高
田
病
院
や

気
仙
医
師
会
と
協
議
し
て
い
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
拡
大
を

　

質
問　

令
和
３
年
度
以
降
の
介

護
保
険
料
は
。

　

答
弁　

基
準
月
額
を
６
千
円
と

し
、
２
０
０
円
減
額
と
な
る
。

　

質
問　

高
齢
者
の
孤
立
化
が
気

に
な
る
。
日
常
的
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

身
近
に
相
談
で
き
る
人

を
つ
く
る
。
ま
た
、
支
援
が
必
要

な
人
を
見
逃
さ
な
い
と
い
う
包
括

的
ケ
ア
推
進
を
進
め
て
い
く
。

　

質
問　

昨
年
、
好
評
だ
っ
た
配

食
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
継
続
は
。

　

答
弁　

昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

継
続
希
望
も
多
く
、
対
象
世
帯
の

拡
大
や
利
用
者
負
担
額
等
を
見
直

し
、
市
内
飲
食
店
等
と
連
携
し
継

続
し
た
い
。

生
活
保
護
の
利
用
を

　

質
問　

こ
の
ほ
ど
、
生
活
保

護
の
国
会
質
疑
で
「『
扶
養
照
会
』

が
義
務
で
は
な
い
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、本
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

今
般
、
厚
労
省
か
ら
、

扶
養
照
会
は
個
々
の
事
情
に
応
じ
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男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
は

　
　
　
　
令
和
３
年
度
の
策
定
目
指
す

防
災
教
育
の
世
界
発
信
は

　
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
交
流
図
る

コ
ロ
ナ
感
染
の
受
け
止
め
は

　
　

誹
謗
中
傷
せ
ず
冷
静
な
行
動
を

　

質
問　

防
災
教
育
の
国
際
連
携

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

答
弁　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力

機
構
）
と
の
連
携
を
強
化
し
、
国

検
討
を
進
め
る
。

　

中
心
部
の「
カ
モ
シ
ー
」、北
地

区
の
農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
開
業

す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
地
利
活
用

の
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

た
か
た
の
ゆ
め
の
状
況
は

　

質
問　

本
市
の
農
産
物
の
高
付

加
価
値
化
の
到
達
度
は
ど
う
か
。

連
を
は
じ
め
多
く
の
防
災
・
減
災

に
関
係
す
る
機
関
や
さ
ま
ざ
ま
な

被
災
地
と
交
流
を
図
り
、
防
災
教

育
の
先
進
地
を
目
指
し
て
い
く
。

　

質
問　

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ

ス
を
活
用
し
た
防
災
教
育
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

防
災
・
減
災
を
学
ぶ
人

た
ち
が
多
く
集
い
、
防
災
教
育
の

中
心
地
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
市

と
し
て
も
支
援
し
て
い
く
。

今
泉
の
土
地
利
活
用
は

　

質
問　

土
地
利
活
用
促
進
バ
ン

ク
制
度
と
土
地
利
活
用
促
進
助
成

事
業
の
現
状
と
課
題
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

バ
ン
ク
の
登
録
状
況

は
、
今
泉
地
区
１
７
４
件
で
成
約

数
は
５
件
。
助
成
事
業
の
利
用
は

１
件
。
現
在
、
利
用
予
定
の
な
い

方
や
未
定
の
方
は
78
％
と
な
っ
て

い
る
。
未
利
用
地
の
利
用
促
進
の

た
め
、
用
途
地
域
の
見
直
し
等
の

　

答
弁　
「
た
か
た
の
ゆ
め
」
に

つ
い
て
は
岩
手
県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認

証
を
受
け
た
農
業
者
も
お
り
、
さ

ら
な
る
安
全
・
安
心
な
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
他
の
農

産
物
に
つ
い
て
も
生
産
者
団
体
と

連
携
し
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
推

進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

質
問　
「
た
か
た
の
ゆ
め
」
の

市
場
流
通
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

令
和
３
年
産
米
の
集
荷

ま
で
に
は
、
２
年
産
米
の
全
量
が

販
売
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
３
年
度
か
ら
は
学
校
給

食
の
全
量
を
「
た
か
た
の
ゆ
め
」

に
切
り
替
え
、
市
民
に
食
べ
て
も

ら
う
な
ど
機
運
を
高
め
て
い
き
た

い
。

支
援
員
を
配
置
し
、
機
能
強
化
を

図
っ
て
い
る
。

　

質
問　

各
地
区
に
お
け
る
互
い

の
学
び
合
い
の
た
め
、
共
通
の
評

価
項
目
を
設
け
て
は
。

　

答
弁　

地
区
ご
と
の
課
題
抽
出

等
が
現
段
階
で
重
要
。
地
域
支
え

合
い
推
進
委
員
で
の
情
報
共
有
は

し
て
い
る
。
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